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新しいカラトラバ・ウィークリー・カレンダーは、 

洗練され、実用性に富んでいる。 

しかし一見、シンプルに見えるその外観には、 

新しいコンプリケーションが現行コレクションに 

加えられる時、開発チームが直面する 

困難な使命が隠されている。

新しいウィークリー・

カレンダー

 

1

か
月
の
長
さ
は
地
球
を
回
る
月
の
公

転
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
三
日
月
や
満
月
と

い
う
月
の
満
ち
欠
け
の
周
期
は
、
平
均
約

2
9
・
5

日
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
、

パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
技
術
陣
は
、
5
2
7
0

や
5
9
4
0

モ
デ
ル
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な

タ
イ
ム
ピ
ー
ス
の
文
字
盤
に
月
齢
表
示
を

統
合
す
る
こ
と
を
考
え
た
で
あ
ろ
う
。
だ

が
月
の
長
さ
が
月
の
公
転
周
期
で
あ
る
の

に
対
し
、
年
と
季
節
は
、
太
陽
を
回
る
地

球
の
公
転
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
り
3
6
5
・
2
4
2
2

日
の
周
期

で
春
夏
秋
冬
の
季
節
、
お
よ
び
分
点
︵
春

分
・
秋
分
︶
、
至
点
︵
夏
至
・
冬
至
︶
が
繰

り
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 

こ
こ
ま
で
で
計
算
の
苦
手
な
私
た
ち
で

も
、
月
が
12

回
公
転
す
る
の
に
必
要
な
日

数
が
、
地
球
が
1

回
公
転
す
る
の
に
必
要

な
日
数
と
同
じ
で
は
な
い
こ
と
に
よ
る
明

ら
か
な
不
都
合
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
時
を
計
ろ
う
と
す
る
際
に
人
類
に
つ

い
て
回
る
暦
上
の
不
具
合
で
あ
っ
た
。
シ
ー

ザ
ー
は
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
を
創
始
し
て
2

つ
の

天
体
運
動
の
相
互
関
係
を
宥
和
さ
せ
よ
う

と
試
み
た
。
彼
の
時
代
ま
で
に
、
暦
と
季

節
の
間
に
は
約
3

か
月
の
ず
れ
が
生
じ
て

い
た
。
皇
帝
シ
ー
ザ
ー
は
、
増
大
し
続
け
る

領
土
を
統
括
す
る
ツ
ー
ル
を
必
要
と
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
ユ
リ
ウ
ス
暦
は
、
1

年
を

3
6
5
・
2
5

日
と
定
め
、
こ
れ
を
実
際
の

月
齢
と
は
無
関
係
に
12

に
分
割
し
て
月
と

し
、
ず
れ
て
い
た
季
節
の
始
め
と
終
わ
り

を
修
復
し
た
。
数
学
的
に
不
正
確
で
あ
っ

た
こ
の
仕
組
み
は
、
1
5
8
2

年
、
法
王
グ

レ
ゴ
リ
オ
13

世
に
よ
り
再
修
正
さ
れ
た
。
法

王
は
、
各
月
の
不
ぞ
ろ
い
な
長
さ
、
閏
年
、

1
0
0

年
毎
の
閏
年
の
例
外
規
定
か
ら
な
る
、

今
日
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
を
私
た
ち
に
遺
し
た
。

 

こ
れ
は
数
学
的
な
曲
芸
で
あ
っ
た
が
、
月

ステンレススチール仕様の 

新しいカラトラバ・ 

ウィークリー・カレンダー 

5212モデルは洗練された 

シンプルさを誇っている。 

この新しいタイムピースは、 

曜日と日付に加え、パテック 

フィリップの時計としては 

初めて、スマートフォンの 

時代にも有用性を発揮する 

週番号表示を備えている。

文  ニコラス・フォークス
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の
動
き
に
基
づ
い
た
12

回
の
サ
イ
ク
ル
を
太
陽
を
回
る
地
球

の
動
き
に
合
わ
せ
る
と
い
う
古
来
か
ら
の
願
い
に
沿
う
も

の
で
あ
っ
た
。

 

今
日
シ
ー
ザ
ー
が
ロ
ー
マ
帝
国
を
構
築
中
で
あ
っ
た
な
ら
、

実
益
主
義
の
男
で
あ
る
彼
は
新
し
い
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ

プ
・
カ
ラ
ト
ラ
バ
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
5
2
1
2
A

モ
デ
ル
の
シ
ン
プ
ル
さ
と
実
用
性
を
歓
迎
し
た
の
で
は
な

い
か
と
私
は
想
像
す
る
。
こ
の
タ
イ
ム
ピ
ー
ス
は
、
ほ
と
ん

ど
の
人
に
と
り
身
近
な
、
週
を
単
位
と
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
機

能
を
搭
載
し
て
い
る
。
1

年
を
日
曜
日
で
は
な
く
月
曜
日

か
ら
始
ま
る
週
の
数
に
分
割
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
業
界

標
準
で
あ
り
、
こ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
私
た
ち
は
も
は
や
﹁T

G
I
A

W
G

M

﹂︵
あ
り

が
と
う
神
様
、
今
晩
は
満
月
と
下
弦
の
間
の
月
だ
︶
と
は
言

わ
な
い
。
む
し
ろ
1

週
間
の
労
働
の
最
後
の
日
に
﹁T

G
I
F

﹂

︵
あ
り
が
と
う
神
様
、
今
日
は
金
曜
日
だ
︶
と
つ
ぶ
や
く
人

が
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

 

5
2
1
2
A

モ
デ
ル
は
、
年
次
カ
レ
ン
ダ
ー
5
0
3
5

モ
デ

ル
、
カ
ラ
ト
ラ
バ
・
ト
ラ
ベ
ル
タ
イ
ム
5
1
3
4

モ
デ
ル
な
ど
、

パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
い
わ
ゆ
る
﹁
有
用
な
コ
ン
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
最
新
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

 

﹁
週
番
号
の
表
示
は
新
し
い
コ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

当
社
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
も
の
で

す
﹂
と
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
タ
イ
ム
ピ
ー
ス
開
発
部
長

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
バ
ラ
は
誇
ら
し
く
説
明
す
る
。
こ
れ
が
初
め

て
話
題
に
な
っ
た
の
は
お
よ
そ
10

年
前
だ
が
、
今
日
つ
い

に
時
計
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。﹁
当
社
は
年
次
カ

レ
ン
ダ
ー
や
ト
ラ
ベ
ル
タ
イ
ム
な
ど
、
有
用
な
コ
ン
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
長
い
こ
と
発
表
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ニ
ュ
ー

モ
デ
ル
は
、
顧
客
に
人
気
の
あ
る
こ
の
重
要
な
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
す
。
﹂

 

こ
の
ス
チ
ー
ル
・
ウ
ォ
ッ
チ
は
、
5
3
2
0

モ
デ
ル
を
思

わ
せ
る
段
差
の
つ
い
た
ラ
グ
と
ベ
ゼ
ル
、
文
字
盤
表
面
を

1
0
0

％
活
用
し
、
最
高
の
視
認
性
を
実
現
す
る
き
わ
め

て
読
み
や
す
い
表
示
な
ど
、
テ
ィ
エ
リ
ー
・
ス
タ
ー
ン
時
代

の
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
デ
ザ
イ
ン
の
顕
著
な
特
徴
を
備

え
て
い
る
。
文
字
盤
は
日
付
表
示
窓
に
加
え
、
4

つ
の
情

報
︵
月
、
週
番
号
、
時
刻
、
曜
日
︶
を
表
示
す
る
同
心
円

目
盛
を
備
え
て
い
る
。
指
針
は
5

本
あ
る
。
時
、
分
、
秒

針
、
お
よ
び
週
番
号
︵
月
名
の
内
周
に
あ
る
︶
と
曜
日
と

い
う
重
要
な
情
報
を
即
座
に
読
み
取
れ
る
、
レ
ッ
ド
の
ヘ
ッ

ド
を
備
え
た
2

本
の
ハ
ン
マ
ー
型
指
針
で
あ
る
。

 

文
字
盤
は
表
示
で
ぎ
っ
し
り
埋
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
安
ら
か

な
調
和
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
数
字

と
文
字
に
使
わ
れ
て
い
る
書
体
が
い
わ
ゆ
る
活
字
で
は
な

く
、
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
手
書
き
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
あ
る
。
印
刷
さ
れ
た
書
体
と

同
じ
く
ら
い
の
明
確
さ
、
精
密
さ
を
持
ち
な
が
ら
、
過
去

を
彷
彿
さ
せ
る
人
間
的
な
温
か
み
に
溢
れ
て
い
る
、
と

テ
ィ
エ
リ
ー
・
ス
タ
ー
ン
は
語
る
。

 

彼
は
回
想
す
る
。
﹁
創
作
段
階
で
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
の
図
面

を
見
て
、
手
書
き
さ
れ
た
文
字
と
数
字
か
ら
得
ら
れ
る
ス

タ
イ
ル
が
た
い
へ
ん
重
要
だ
と
直
感
し
た
の
で
す
。
私
は
デ

ザ
イ
ナ
ー
に
、
各
々
の
文
字
を
描
き
起
こ
し
、
手
書
き
の

書
体
を
創
作
す
る
よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。
文
字
と
数
字

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
す
。
こ
の

特
別
に
創
作
さ
れ
た
書
体
が
、
文
字
盤
に
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
風

の
、
詩
的
な
ル
ッ
ク
ス
を
与
え
、
私
は
そ
れ
を
こ
の
上
な
く

評
価
し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
こ
の
新
し
い
コ
ン
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
が
印
刷
さ
れ

た
も
の
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
過

去
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
な
の
で
す
。
﹂

 

5
2
1
2

と
い
う
モ
デ
ル
番
号
が
奇
妙
に
親
し
み
深
く
聞

こ
え
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
こ
の
時
計
の
ケ
ー
ス
・
デ
ザ
イ

ン
が
、
1
9
5
5

年
に
創
作
さ
れ
た
大
型
の
ユ
ニ
ー
ク
ピ
ー
ス

2
5
1
2

／
1

モ
デ
ル
︵
2
0
1
2

年
に
最
高
見
積
価
格
の

6

倍
以
上
で
あ
る
1
0
0

万
ド
ル
で
落
札
さ
れ
た
︶
か
ら
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー

モ
デ
ル
は
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
ピ
ー
ス
の
モ
デ
ル
番
号
の
数
字

の
順
序
を
変
え
た
わ
け
で
あ
る
。

 

こ
の
タ
イ
ム
ピ
ー
ス
の
ケ
ー
ス
の
ス
タ
イ
リ
ン
グ
は
、
パ

5212aモデルの文字盤は、 

通常とは異なり、中央に5本の 

指針があり、時、分、秒、 

週番号、および曜日を 

表示する。また3時位置に 

日付表示窓がある。曜日と 

週番号の調整は、それぞれ 

8時位置、10時位置の 

調整ボタンで行う。また 

日付調整はリュウズで行う。

P
H

O
T

O
G

R
A

P
H

S
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 M
IC

H
A

E
L
 B

O
D

IA
M

  
JA

M
E

S
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O
R

T
  
S

O
T

H
E

B
Y

ÕS
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このタイムピースは、

ほとんどの人にとり身近な、

週を単位とする

カレンダー機能を搭載している。
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テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
過
去
を
反
映
し
て
い
る
が
、
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
は
来
る
べ
き
未
来
を
提
示
し
て
い
る
。
2
5
1
2

／

1

モ
デ
ル
は
時
刻
表
示
の
み
の
時
計
で
あ
っ
た
が
、
ウ
ィ
ー

ク
リ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
5
2
1
2

モ
デ
ル
は
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ

リ
ッ
プ
の
ま
っ
た
く
新
し
い
コ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

後
者
は
、
週
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
て
較
正
さ
れ
、
異
な
っ
た

歯
の
長
さ
を
持
つ
非
対
称
な
歯
車
を
搭
載
し
た
新
し
い
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
開
発
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ

リ
ッ
プ
技
術
陣
は
、
新
機
能
の
た
め
に
新
た
な
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
開
発
す
る
機
会
を
と
ら
え
、
基
本
キ
ャ
リ
バ
ー
全
体
を

再
設
計
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

 

5

2

1

2

モ
デ
ル
に
採
用
さ
れ
た
新
し
い
キ
ャ
リ
バ
ー

2
6-

3
3
0 

S 

C 

J 

S

E

が
そ
れ
で
あ
る
。
新
た
な
基

本
キ
ャ
リ
バ
ー
は
、
新
し
い
が
親
し
み
深
い
と
い
う
意
味
で
、

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
・
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
名
に
ふ
さ
わ
し

い
。
ま
ず
こ
の
キ
ャ
リ
バ
ー
は
、
シ
ン
プ
ル
か
コ
ン
プ
リ
ケ
ー

テ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ッ
チ
か
を
問
わ
ず
現
行
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多

く
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
同
社
の
自
動
巻
基
本
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
、
キ
ャ
リ
バ
ー
3
2
4

と
互
換
性
を
持
つ
。
新
し
い
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
は
、
キ
ャ
リ
バ
ー
3
2
4

を
採
用
す
る
現
行
モ
デ

ル
に
そ
の
ま
ま
搭
載
で
き
る
が
、
重
要
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
向
上
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

 

こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
先
進
性
は
、
多
数
の
キ
重
な
改

良
に
よ
り
実
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
る
も
の
は
ほ
と
ん

ど
目
に
つ
か
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
集
成
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
パ
テ
ッ
ク 

フ
ィ
リ
ッ
プ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

の
精
神
に
忠
実
な
ま
ま
、
重
要
な
総
合
的
利
益
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
例
え
ば
技
術
陣
は
、
ネ
ジ
が
自
然
に
緩
む
と

い
う
、
時
計
業
界
が
直
面
し
て
き
た
最
も
古
い
問
題
の
ひ

と
つ
を
解
決
す
る
た
め
、
何
か
月
に
も
お
よ
ぶ
研
究
の
末
、

ネ
ジ
山
の
新
し
い
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
出
し
、
そ
の
結
果
、

性
能
が
20

％
向
上
し
た
。
こ
れ
は
最
も
魅
力
的
な
発
見
で

は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ス
記
事
や
、
授
賞
式
、
赤
絨
毯
と
は
無
縁

な
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
キ
重
で
、
確
実
で
、
高
品
質

な
時
計
製
作
の
本
質
を
突
い
た
も
の
で
あ
る
。

 

こ
れ
は
、
目
立
た
な
い
利
益
を
も
た
ら
す
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
い
精
度
で
時
刻
合
わ
せ
を
行
う
た

め
に
テ
ン
プ
を
一
時
停
止
さ
せ
る
ス
ト
ッ
プ
セ
コ
ン
ド
に
も

見
え
な
い
改
良
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

 

自
動
巻
機
構
に
は
さ
ら
に
先
進
的
な
改
良
が
見
ら
れ
る
。

自
動
巻
ロ
ー
タ
ー
が
再
設
計
さ
れ
、
中
央
の
ネ
ジ
に
は
、
取

り
付
け
時
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が
誤
っ
て
滑
っ
て
も
安
全
な
よ
う

に
、
自
動
巻
ロ
ー
タ
ー
を
確
実
に
締
め
付
け
る
た
め
の
ロ
ッ

ク
・
ナ
ッ
ト
が
採
用
さ
れ
た
。

 

歴
史
的
に
、
輪
列
歯
車
の
磨
耗
と
、
あ
る
程
度
の
バ
ッ

ク
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
セ
ン
タ
ー
セ
コ
ン
ド
付
自
動
巻
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
の
宿
命
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
新
し
い

キ
ャ
リ
バ
ー
は
、
3

番
車
を
従
来
の
も
の
か
ら
、
L
I
G
A

︵
X

線
を
用
い
た
微
細
加
工
︶
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
特
許
取

得
の
ア
ン
チ
・
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
歯
車
に
置
き
換
え
て
い
る
。

こ
れ
は
伝
統
的
な
歯
型
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
代
わ
り
、
各
々
の

歯
が
前
面
、
微
細
な
鈎
の
よ
う
な
帯
バ
ネ
、
お
よ
び
後
面

︵
衝
撃
時
の
遊
び
を
制
限
す
る
︶
と
い
う
3

つ
の
部
分
に
分

割
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
テ
ン
プ
の
慣
性
を
手
巻
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
、
キ
ャ
リ
バ
ー
2
1
5

に
匹
敵
す
る
値
ま
で
増
加

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
結
果
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
安
定
性
が
向
上
し
た
。

 

新
し
い
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
美
し
さ
は
、
こ
の
よ
う
な
レ
ベ

ル
の
デ
ィ
テ
ー
ル
と
配
慮
の
賜
物
で
あ
る
。
小
さ
な
改
良
の

集
積
が
、
そ
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
大
き
な
利
益
を
も
た

ら
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
し
い
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
提
供

す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
機
構
そ
の
も
の
の
完
璧
な
メ
タ
フ
ァ
ー
と

い
っ
て
も
よ
い
。
論
理
的
な
美
し
さ
を
愛
す
る
人
で
あ
れ

ば
、
す
で
に
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
を
使
用
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
1

月
4

日
を
含
む
週
︵
2
0
1
9

年
で
は

2
0
1
8

年
12

月
31

日
の
月
曜
か
ら
始
ま
る
週
︶
を
第
1

週

と
定
め
る
。
こ
れ
さ
え
考
慮
す
れ
ば
、
新
し
い
週
の
始
ま

り
は
、
必
ず
月
曜
日
と
な
る
。
月
の
満
ち
欠
け
、
月
末
の

不
ぞ
ろ
い
な
ど
は
関
係
が
な
く
な
り
、
1

週
間
7

日
の
シ

ン
プ
ル
な
リ
ズ
ム
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
新
し
い

5
2
1
2
A

モ
デ
ル
の
シ
ン
プ
ル
な
エ
レ
ガ
ン
ス
に
通
じ
る

も
の
が
あ
る
。 

5212aモデルは

自動巻ムーブメント、

キャリバー26-330 s c j seを

搭載しており、これは

サファイヤクリスタル・バックを 

通して鑑賞することができる。 

この新しいキャリバーは 

303個の部品から構成され、 

直径27 mm、厚さ4.82 mm 

である。テンプを一時停止 

させて時刻合わせの精度を 

向上させる機能、新しい特許 

取得のアンチ・バックラッシュ 

歯車などにより、全般的な 

パフォーマンスと信頼性が 

向上している。さらに 

技術陣により自動巻機構は 

完全に再設計され、洗練された。

PATEK PHILIPPE 20

5212aモデルの文字盤側には

ヴィンテージ・スタイルの 

ボックス・タイプ・サファイヤ 

クリスタル・ガラスが

採用されている。ステンレス

スチール仕様のケースは

直径40 mmである。

デザインは、1955年に創作

された2512/1モデル（右中）

からインスピレーションを

得ている。ニューモデルの

特別にデザインされた書体は、

創作段階のイラストに描かれた 

手書きの文字と数字から

インスピレーションを

与えられた（左上）。

この人間的なタッチは、 

手書きの日記を彷彿させる。

同心円状目盛のひとつが、

53からなる週番号である。 

これは5〜6年毎に通常 

（52週）より1週多い年が

あるためで、次回は 

2020年がこれに相当する。


